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　第ｉ問を正答するってことと，

　第ｊ問を正答するってこととは，事象として独立でしょうか．

例えば，第ｉ問が，長方形の面積が求められることを調べるための問題で，第ｊ問がその公式を知っているかどうかを調べるための問題だとすると，第ｊ問ができている場合の方が第ｉ問ができる確率が高そうですから，独立とは言えなさそうです．

　第ｉ問を正答する，誤答する／第ｊ問を正答する，誤答する

という２行２列の集計をしてカイ自乗検定で，（ｉ，ｊ）の組み合わせで統計的に有意になるのは，どことどこの関係でしょうか．
　10問からなるハンガリー語の小テスト（問題を探さなくてては！）

をやってもらいました．学生さんに順番に入力用機械に来てもらって自分の回答欄を転記してもらい，それらのファイルをつなげてから「採点」のマクロを実行してから，「分析」のマクロを実行します．

　普通，ハンガリー語をしらないはずなので，あてずっぽで答えるしかなさそうですが，なんと70点をとったすごい人もいました．

　これが問題です．やってみます？　＞＞＞MAGYAR.jpg
